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平成23年 度 埼玉 県 スポーツ少年団代 議員会 が 、開 催

され ました 冒頭 、藤 沼本部 長よ り、 この たびの東 日

本大 震 災の 被災者 に対 す るお見舞 いの こ とば があ り、

また 関連 して 今年度 の 日独同 時交流 で の受 け 入れ事業

が 、原発事故 によ り ドイツ団員 の来 口が 困難 にな り、

東松 山 市での 受 け入 れ 事業 を 中止 した報告 が あ りまし

た(北 海 道 ・東海 ・近畿 且 ・四国 グルーフ=は来 日)=

事業計画

1指 導 者 ・石刑彦事 業 関係

(1)認 定 育成 員研 修会

期 円 関東 ブ ロ ックエ10月29目(土)

関 東 ブロ ック2:11月19日(土)

場 所 東 京 国立 オ リン ピ ック記 念青少年総 合 セ ン

ター

対 象 平成19年 度 認定育成 員資格取 得者

(2)認 定 員 養成 講習会兼 スポ ーツ リー ダ ー養成講 習

会(県 本 部)

期 日10月29日(土)・30日(日)

場 所 スポ ーツ総合 セン ター(旧 ス ポーツ研修 セ ン

ター)

*23年 度 登録指導 者

(3)体 力 テス ト判 定員養成 講習会

期 日8月20日(土)

場 所 スポ ーツ総 合 セン ターqロ スポーツ研 修セ ン

ツ少年団代議員会
ん 場所1ζ 牽り会館15.階1

ター)

(4)関 東 ブロ ックスポーツ少 年団指導者研 究協議 会

期日11月19日(土 〉～20日(日)

場所 ホ テル ーク リス タル ハ ン ス」(茨 城 県 ・ひ た

ちな か市)

2リ ー ダー 養成 ・研 彦事 業

(1)シ ニア ・リー ダース クール

期日8月11円 ～15目(4泊5日)

場所 静 岡県 国 、'/1中央青少 年 交流の 家

(今年 度 地 区 よ り9名 の参加)

(2)ジ ュニ ア ・リーダース クール

期口 前 期8月200(土)～22口(月)

後期12月17日(十)～18日(日)

場所 スポ ー ツ総合 セ ンター(旧 ス ポー ツ研 修セ ン

ター)

対象 中学生

(3)全 国 スポ ーツ少年 団 リーダー連絡会

期日10月1日(土 〉～2日(日)

場所 東 京 ・国立オ リンピ ック記念 青少年総 合セ ン

ター

対象 リー ダー代表2名 、育成 旧 当指導 者1名

(4)第10回 関 東ブ ロックス ポー ツ少年 団 リーダ ー研

究 大会

期目11月5目(一 ト)～6目(ヒ 」)

場所 スポ ー ツ総合 セ ン ター(旧 ス ポー ツ研 修セ ン

ター)

*今 年 度 埼 玉 県担 当(持 ち 回 り)

対象 リー ダー代表3名 、育 成担 当指導 者1名

3国 内 ・県 内交 流 涯 助事 業

(1)第49回 全 国ス ポー ツ少 年大 会(リ ー ダー ズア ク

ション2011)

期日8月5円(金 〉～ δ日(月)

匹 のたび。東 日本嬢 災。より轄 。遭われた方。に対 、謹 んでお脚 、申、上げます.被 麺

され た皆様 の安全 と被災 地の 一 日も早 い復 旧 ・復興 を心 よ りお祈 り申 し上 げ ます 。
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場 所 岐阜 県:国 立乗 鞍青 少年交流 の家

対 象 引 率指 導者1名

中 ・高校男女 か ら ・1名

小学4～6年 か ら4名

*今 年度 熊 谷 市よ り参加

(2)第42回 関東 ブロックスポー ツ少年 大会

期 日8月24日(水)～26日(金)

場 所 千葉 県:君 津亀山 少年 白然 の家

(3)第43回 埼 玉 県スポ ーツ少年 団大会

期 日8月12日(金)～14日(日)

場 所 県立 小川 げん きフ.ラザ

対 象 小学5年 生 以上の 団員 ・指導 者

*団 員の みの参加 も可能

(4)第33回 全 国 スポー ツ少年団 軟式野 球 交流大 会

期 円8月5円(金)～8日(月)

場 所 北海 道 札幌 ドーム他

*関 東 ブロック競技別交流大 会勝者よ り2チ ーム参加

(5)第34回 全 国スポ ー ツ少 年団剣道 交流 大会(平 成

22年 度 は中止)

期 ヒil3月25目(目)～27ヒi(火 〉

場 所 山梨 県:小 瀬 スポー ツ公 園武 道館

補助 参加料 ・交通 費 は県本部

(6)第9回 全国 スポ ーツ少年 団バ レーボ ール交流 大

会(平 成22年 度中止)

期 日 未定

場 所 未定

*開 催 予定地の 宮城県 が東北関 東大地震 によ り被 災

した ため開催 ができ な くな り、現在 日本 スポ ー ツ

少年 団 と日本 小学生 バ レーボ ール連盟 で開催 の可

否を 含め調整 「「r=

(7)第35回 全 日本 少年サ ッカー大会決 勝大会

期 日8月1日(月 〉 ～6日(土)

場所 静岡 県

*埼 玉 県サ ッカー協 会 による推薦

(8)第30回 関 東ブロ ックスポー ツ少年 団競技別 交流

大会

期 日7月29日(金)～31日(日)

場所 群馬 県

内容 総合 開 会式29日 競技30日 ・31日

総合 開会式 群馬 県総 合スポ ーツセ ン ター

(ALSOKぐ ん まア リー ナ)

・軟 式野球(男 子)桐 生 球場 ・広沢球場

'バ レーボー ル(女 子 〉 高rlr奇市 榛名体 育館

・ミニ バス ケ ット(男 女)群 鴨県総 合 スポーツセ ンター

・バ ドミン トン(選 抜 〉 みど り市民体 育 館

・空 手 道 群 馬 県総合 スポー ツセ ンター ぐん ま武道館

4国 際 交流 活動 事 業

(1)第38回 日独 スポー ツ少 年団同 時交流

別項 参 照

5広 報 出版 ・顕 彰 事 業

(1)「 スポ ーツ ・と もだち ・仲 間た ち」

発刊 年3回(7月 ・12月 ・3月)

対 象 全登 録 団(1団3部)・ 市 町村本 部

(2)少 年ス ポー ツ情 報誌 「SPORTSJUST」(ス ポー

ツ ジ ャス ト)

発刊 年10回(4・5月 、10・11月 号 は合 併号)毎

月10日 発行

(3)ス ポ ーツ少年団指導者 必携書 の作成

対 象 認定 員 ・認定育 成員

*認 定 時に交 付

埼玉県体育協会事務所移転のお知らせ

埼玉 県体育協 会(ス ポ ーツ 少年 団事 務局)は4月

1日 、埼玉 県 ス ポー ツ総 合 セ ンター内 に事 務所 を移

転 し ました=所 在 地 、 交通 ア クセ ス及び 連絡 先等 は

下 記の とお りです,

*所 在地/上 尾市東町3-1679

*電 話番号/048-779-5895

*FAX番 号/048-774-5550

《公共交通機 関 を利用 した場 合 》

レJR高 崎 線 ・上尾 駅(東 口)か ら

・徒歩約25分 ・タクシー約10分(駅 まで約2 .51qn)

・ぐるっ とくん(市 内 循環 バス)5番 停留 所

原市 循環 「スポ ー ツ総 合 セ ンター」下車 徒歩約2分

・けん ち ゃんバ ス5番 停留 所

蓮田駅 西 口 行き(が ん セ ン ター経 由)「 水 上公 國

入口」 下 車徒歩

レ埼玉 新都市交 通(ニ ュ ーシ ャ トル)原 市 駅 か ら

・徒 歩約20分

・ぐ る っとくん(市 内 循環バ ス〉

原市 循環 「スポ ー ツ総合 セ ン ター一下車 徒歩約2分

バス停
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(4)少 年 団顕 彰(日 本 スポー ツ少 年団)

対 象 市 町村 スポー ツ少年 団本部6本 部

指導 者13名

(5)埼 玉 県スポー ツ少年団 表 彰

期 日12月11日(日)

場 所 浦 和 ワシ ン トンホテル3階 一フ=リムローズ 」

対 象 有 資格指導者

6熱 中 症予 防キ ャンペ ー ン事 業

(1)熱 中 症 予防グ ッズ特別 斡旋販 売

対 象 ポ カ リスウェ ッ ト ・エネルゲ ン10リ ッ トル

用パ ウダー(一 般 市販は1リ ッ トル 用)

(2)熱 中 症 予防プ ログラム の提供

第3距

《派遣 》

■ 派遣 期間

7月20目(水)～8月11目(木)23目 間

対象 県内実 施 の認定 員養成 講習 会で 提供

(3)市 町村 スポー ツ少年団へ の情 報提供

対象 母 集 団研f彦会 ・認定 員研fr多そ の他 スポ ー ツ少

年 団研 修会へ の協 力

*ミ ニセ ミナ ーの開催

7諸 会 議

(1)本 部 員会 年5回

(2)代 議 員会 年1回

(3)ブ ロック本部 長会議 東西 南北各 ブロ ック1回

東部 杉戸町/西 部 小川町/南 部 志木市/北 部

深 谷 市(開 催 目時 、会場 について は未定)

(4)各 専 門委 員会

独スポーツ少

受入事業は中

■ 埼玉 県 か らの派遣 団員(関 東 且グル ープ)

森円智哉

(所沢市/若 松 キ ッカー ズ スポ ー ツ少年 団)

井E凪

(川]市/エ イトバ ドミン トンクラブスポーツ少年 団)

根 岸伸治

(小鹿野 町/お がの ウインデ ィアーズスポー ツ少年[寸D

■ 派遣 先

ドイツ連邦共 和 国

〔受 入機 関:ド イツスポ ー ツユ ーゲ ン ト〕

※関 東Hグ ル ープの受 入先 はヘ ッセ ン州

■ 研修 共通 テー マ

私た ち にでき る社会貢 献(こ れ まで とこれか ら)

～ スポー ツ ・文化活動 を通 して～

《受入 》 中止

5月12口 、 ドイ ツ スボ ー ツユ ー ゲン トよ り「東 北

寸 百日、交 流

地方 及 び太平 洋沖地震 並びに東京電 力福 島第 源 子 力

発電 所 事故 の発 生 に 伴い 、参 加 者 の 辞 退 が相 次 ぎ、
一 部 グ ル ー フ.の編 成 が 困難 に な った こ とに よ り

、8

グ ルー フ.への ドイ ツ団派 遣 を 見送 る 一 旨 の通知 が あ

ったこ とか ら、 ドイツ団受 入を 中止 する こ とにな っ

た もの です=

なお 、予定 どお り実 施 す るブ ロック と中止 とな った

ブ ロ ックは次 の とお りです、

*実 施 ブ ロッ ク/北 海 道 、東海 、近畿H、 四 国

*中 止 ブ ロック/東 北 工、関 東1、 関東 且、北 信越、

近畿1、 巾国、九州1、 九州H

※東北 且グルー プの受 入につ い ては 、当該 ブ ロック

3県(宮 城 、山形 、福島)よ り辞退 の申 し出を受

け 、 ドイ ツ側 と協 議の結果 、中止 とな りま した、

*

今回 の関東H受 入事業 実施の ため、諸準 備 を進 めて

こられ た東 松 山市 の関 係者 の皆 さんに は大 変残 念 とは

思 い ますが、諸事 情 をご理 解 の うえ次 回の受 入に向 け

てご協 力 くだ さるよう よろ しくお願い します、

種目別大会結果

第30回 埼 玉 県スポ ーツ少年 団夏季 軟 式野球 交流大 会

6月19日 荒川総 合 運動公 園

準 決勝 本牢エ ンゼルス3-1狭 山メジャース

浦和ビ ッグウェ イブ7-5井 草ソニック野球

決 勝 本庄エ ンゼルス4-10浦 和ビ ッグウェ イブ

*浦 和 ビ ッグ ウ ェイブ は7月30・31日 に群 馬 県桐 生 市

で行 われる関 東ブロ ッ ク大会 に出場 し ます 、

第35回 全 日本少年 サ ッカー 大会埼 玉 県大会

6月19日 埼玉 スタ ジアム第2グ ラ ン ド

スポ ー ツ少 年 団 、㍉

』豊 春SC
、 ネ オ ス

FCは 関東大 会 へ

出場 します=

準決 勝 越谷 サ ンシ ン2-1ネ オ スFC

大宮 アルデ ィー ジヤ6-O豊 春SC

決 勝 大宮 アルデ ィー ジャ2-O越 谷 サ ンシン

*埼 玉 県サ ッカー協会 の推 薦 によ り、大宮 アルデ ィー
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第17回 スポーツ少年団全国指導者研究大会報告

平成23年6月19日(円)、 東京 都千 代田 区飯 田橋 の

ホテ ルグ ラン ドパ レスにおい て第17回 スポー ツ少 年 団

指導 者研 究大 会 が 一次 の時代 を担 う子 ど も達 を育 む一

を全 体テーマ と して開催 され ました、埼王 県か らは最

も多 い52人 、全 国47都 道府 県全 体で は346人 の指導 者

が参 加 し、4つ の分科 会(パ ネ ルデ ィスカ ッ ショ ン)

で の討議 が行われ ました=

なお 、午 後の全 体会の 中で行 われ る予定 であ った座

長 に よる分科 会報告 を 中止 し、3月11口 に 発生 した東

日本 大震災 に よ り甚大 な被害 を受 けた被 災地 域か らの

報告 に充て られ ました,

ここで は、研究 大 会の概 要並び に 被災地 域 か らの現

況報 告等 について お知 らせ し ます 、

A分 科会

座長:中 村和彦氏(山 梨大学教育人間科学部教授)

パネリス ト:佐 々木玲子氏(慶 慮義塾大学体育研究所教

授)・ 吉田伊津美 〔東京学芸大学教育学部幼児教育学分野准

教授)・ 工藤保子 〔公益財コ法人笹lIIスポーツ財団事業部課

長)

デーマ 発 育発達段階に見合った運動指導のあD方 二

1テーマ設定主旨:.幼 少年期は運動 ・スポーツとの 「出会い」

の日誤月である。子ども達は、身/為舌勤を伴う様々な遊びを通して、

からだを動かすことのおもしろさやら㌔地よさを感じながらさまざ

まな基本的な動きを身につけ、次いで複数の運動 ・スポーツを経

験 しながらそれをもとにした生涯スポーツに移行していくことが

重要である。

このような発育発達卿 皆に見合った運 動 ・スポーツ経験献 成

人期以降にまで運勤やスポーツ経験を持ち越すことができる望ま

しい身体活動のあり方であると思われる。こうした観点から、今

年度から完全実施されている新しい学習指導要領による小学校体

育においても、運動遊びを通しての基本的な動ぎの習得の重要1生

が示されている。

B分 科会

座長:木 村和彦氏(早 稲田大学スポーツ科学部教蘭

パネリス ト:小 出利一(新 町$VOス ポーツ少年団代表指導

者)・ 榊原孝彦(NPO法 人ソシオ成岩スポーツクラブマネジ

ングディレクター)

テーマ7総 合型地域スポーツクラブの効果を評価する」

.iテー マ設定主旨.文 部科学省の調査 〔2010年)に よると、

全国の71.4%に あ たる市区町村 において 、合計3、114の 総合型

地域スポー ツクラブ 愴1」設準備中クラブを含む、以.卜総 合型 クラ

ブという)が 育成されてきている。 また、2011年 か らの概ね

10年 間で実施すべ き政策 目標や重点施策 を網羅 した 「スポーツ

立匡戦 略」 においても、5つ の重点戦略の一つとしてi』ライフス

テージに応 じた スポーツ機会の倉1」造 を掲げ、そのための重点施

策として 総 合型地或スポーツクラブを中心としだ也域スボーツ

環境の整備'を 提示 した。

それにも関わらず、1995年 に始まった文部省の育成モデル

事業以来15年 を経過した今、総合型地域クラプ育成の機運に停

滞と限界を感じる人は少なくないだろう。もちろん、長期化する

政策のマンネリ化もあるだろうが、スポーツ立国戦略の中で次の

10年 間の重点施策として位置づナ、一段のステップアップを図

るためには、これまでの取り組みの成果と課題を、現実的な証拠

に基づいて検証する必要があるだろう。行政主導の設立とtoto

の補助金の配分(量 的拡大)に 篤点を置くのではなく、本来目指

した成果を上げてきているのか、十分でないとするとその原因は

何かを多面的に評価することから始めなければならない。

C分 科会

座長:佐 藤充宏氏(徳 島大学大学院ソシオ ・アーツ ・サイエ

ンス研究部教授)

パネ リス ト:吉 田繁敬(名 古屋市東山スポーツ少年団指導

者)・ 祝原 豊(静 岡大学教育学部准教授)・ 吉1黙子一(茨

城県スポーツ少年団常任委員)

テーマ7地 域ニーズに対応する少年団:リ ーダー制度の活胆

・テーマ設定主旨.変 貌する地域において持続可能な単位スポ

ーツ少年団にしていくためには、地域住民のニーズに耳を傾け少

年団理念に基づいた柔軟な発想で活動を開発していくことができ

る指導者が求められる。そのためには、単位団活動を支える地或

マネジメン トの知識や技能、すなわち 「支えるスポーツ」の学習

の機会が重要となってぎた。

そこで、新 しい単位団の 「支えるスポーツ」の相互支援ネッ ト

ワークづくりとしてリーダー制度を活用してみてはどうだろう

か。 リーダー養成は団員の中核的人材の養成、指導者への導入を

主眼として展開ざれてきた力文 リーダーの活動の場は広がDを 見

せてはない。同一種目に偏りがちな単位団活動や指導者間のネッ

トワークづくりに対 して、コミュニティを基盤とした種 目を越え

たリーダー養成の事業を位置づけることで、新たな単位団同士の

理念を具現化する 「相互支援」関係を構築することが期待される。

理念に基づいた単位団同士のリーダー養成ネッ トワークづくDこ

そ、少年団再生の鍵になり、その成果として要請 したリーダLが

次世代の少年団の中核的指導者と して、地±或プロデュースに関わ

って行ってくれるはずである。

D分 科会

座長:富 田寿人氏 〔静岡理工科大学准教測

パネ リス ト:米 谷正造(/II崎 医療福祉大学医療技術学部教

授)・ 岩淵敬一(宮 城県スポーツ少年団顧問)・ 山本哲治

〔福井県スポーツ少年団常任委員)

テーマ7地 域づくりに貢献するスポーツ少年団の活動1

.テーマ設定主盲 日本スポーツ少年団は、平成21年 に 「ス

ポーツ少年団の将来像」をまとめた。その中で 「スポーツ少年団
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の理念」にiス ポーツ人をつなぎ、地域づくりに貢献する==とい

う新しし理 念が加えられた。ご存知のように、スポーツ少年団は

地域の中に置かれ、育てられてきた団体である。にもかかわらず、

なぜこの新たな理念が加えられたのか。それは、現状のスポーツ

少年団の活動が、本当に地或に認められ、広く多くの人か ら支援

をいただける内容となっているのか?一 部の人達による閉鎖的な

団体となっていないのか?と いう不安が払拭できないからであ

る。

東 日 本 大 震 災 被 災 地 の被 災 状 況 及 び現 況 報 告

3月11日 に発生 した東日本大震災は、東北地方を中心とする

太平洋沖の地或に甚大な被害をもたらし、被災された方々は今も

なお非常に大変な生活を送られています。そうした中で、今研究

大会の日程を急きょ変更 し、宮城県栗原市の岩淵敬一氏(宮 城県

スポーツ少年団顧問 ・宮城県栗原市有賀スポーツ少年団代表指導

者)か ら東ゴ飽 方におけるスポーツ少年団に関連した被災状況な

どについて報告されましたのでその概要について掲載 します。

《被災状況》

3月11日(金)午 後2時46分18秒 、宮城果三隆中を震源と

するマグニチュー ド9.0、震度7(宮 城県栗原市)の 大地震が発

生。さらにその直後大津波が発生し、東北地方の沿岸部の±世或の

ほとんどが被害を受けた。今回の地震の最大震度や規模及び津波

による被害等は1000年 に一度ともいわれる、まさに未曾有の

被害状況となった。

また、福島果では地震に伴う津波に端を発した原発事故も発生

し、収束の貝通 しが立たず、地麗 こよる被災者にさらなる負担を

強いている。

宮城県では882の ノ」中 学校わ被 害を受けたほか、1D万 人の県

民が県外に避難 している。したがって、スポーツ少年団閲系者の

状況が把握でぎない状態である。

《学校教育を取り巻く問題》*施 設が被害を受け校舎を使用でき

ない学校は近憐学校の間借りなどで授業を行っている*体 育館が

損壊した学校では体育授業が屋外活動のみ*給 食センター倒壊の

ため給食メニューの大幅な変更*校 庭、プールの使用制限*精 神

的なス トレスを抱えている*体 育館で避難所生活を送Dな がら学

校に通う子どもたちも多い

《スポーツを取 り巻く問題》*活 動場所の確保(ス ポーツ施設が

避難所として使用されているほか、災害対策本部や救援基地とし

て利用されているため、スポーツを行う活動場所を確保すること

が難しし喉 況)*ス ポーツ用品の確保(被 災者のほとんどの人が、

用具等を流出してしまったため困っている)*自 粛ムー ド(全 国

的な自粛ムー ドは震災直後より改善し1こものの一部にはまだムー

ドが漂う中、スポーツをしたい子どもたちへの対応に苦慮してい

る)*生 活基盤の変化(転 居 ・家方笑の雛散 保護者の失業〕*行

方不明者の捜索とがれぎ撤去問題

《スポーツ少年団運営に関する問題》*団 の1青報把握が困難(事

務局が機能 しないため)*団 運営の問題(団 員及び指導者が避難

などのため転居や家族の離散 保護者の失業等により退団するケ

ースなどがあり団運営に問題か生 じている)*事 業の貝通 しが立

てられない(諸 事業について中止または縮小せざるを得ない。今

年の日独同時交流受入事業も中止となった)*災 害対応が中心に

なっている市町村本音磯 能の復日見通 しが立たない*登 鍬 斗(徴

収方法等の問題もあった献 日本本部により免徐となったことは

ありがたい)

■団員の状況及び今後の指導にあたって

*地 震や津波によって家族を亡くしたり、想像を絶するさまざま

な被書を目の当たりにしたりした子どもたちは、心に大きな傷を

負っている。普段は元気そうに見えても、一人になると暗い顔に

なり、とても辛そうである。子どもたちに対 して「ま、継続的「O己㌔

のケアを行っていくことが大切である。*震 災後、「子どもたち

に対し、目分で自分の命を守ることを教えていくことも大切であ

る」と痛感 した。そうしたことから、指導者に 「子どもたちに対

しては 君 たちは決 して1人 ではなし㌔ 応援してくれる人達がい

っぱいいる1と いうことを伝えるとともに.命 の大切さをしっか

り伝えることが大切。そ して、1ス ポーツをとおして子どもたち

に笑顔:を 提供できるような団活動を目指 して取り組んでいただ

きたい」と呼び掛けている。*被 災地域外の指導者の方々には、

被災地の現状を子どもたちにぜひ伝えていただぎたい。

東日本大震災復興支援 『とどけよう スポーツのカを東北へ'』

東 日 本 大 震 災 で 被 災

この たびの 東 日本 大震 災のため 、 スポ ー ツ用品 を

失 っ て しま い、スポ ー ツ少 年 団活 動 がで きな い子 ど

も達 が大勢 い ます=そ う した中で 、 この ほど福島 県

スポ ー ツ少 年 団か ら目本 スポ ーツ少年団 を 通 じて 各

都道 府 県ス ポーツ 少年 団 に対 し支援 の要請 があ り ま

した 。また 、宮城 県におい て も引 き続 き支 援 を要 請

中で す=つ き まして は、被.災 され た 子ど も達が一 日

で も早 くス ポーツ 活動 を行 え るよ うご協力 をお願 い

します、

した子ども達へのスポーツ用品 等 支 援 の こ 協 力 の お 願 い

なお 、 スボ ー ッ用具等 の提供 を申 し出 る場 合 、 ホ

ームペ ー ジ上 の 一必要 と して い る物 資一 覧」 をご確

認 の上 、それ ぞれの 県体育 協 会 のスポ ー ツ少 年 団係

あて にお問い合 わせく だ さい=

〔問 い合 わせ ・連絡 先 〕

・福島 県体育 協 会ホー ムペー ジ

http://www,sports-fukushima.or.jp/

・宮 城 県体育 協 会ホー ムペー ジ

http://www.miyagi-taikyo.orjp/
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■ ■単位 団紹介 ・ラグ ビー ■■

鷺.嚇
・
鰍

..`rむ麟 脅

ふくじゅ草スポーツ少年団ラグビースクール

二郷 市で 活動 してい る 圏トふ く じゅ草 スポー ツ少 年 団"

は、 ラグ ビーを主 体 とした 団です が、競争 ・勝敗 が 存

在 しなく とも.スポー ツは存在 しうる ことを信 条 に、積

極 的 に野外活 動 も取 り入れ活 動 してい ます 、埼玉 県 ミ

ニ ・ラグ ビー交流 会へ の参加 、巾学 生東 目本 ラグ ビー

ス クール大 会への参加 や 、 ラグ ビー フッ トボール 、 ス

ポー ツレ クリエ ーシ ョン.餅 つ き大 会 、複.合種 目大 会

へ の参加 など 、団 員 はすべ ての ゲーム に参加 する資格

があ ると して 、子 ど もか ら大 人 まで楽 しめ る 団活動 を

目指 してい ます=

日曜 日の朝9時 頃 か ら練習 が始 まります 。江戸 川河

川敷 のなか に ある芝生 のす ば らしいグ ラウ ン ドで子 ど

もた ちの明 るい声 があが ります,ラ ンニ ングか ら始 ま

り、 ウォ ー ミング ア ッフ=では、高学 年の子 ど もたちが

低学 年 の子ど ものめん どうを や さしくみてい ます、

コー チの方 は 、子 ど もたちの 自主性 を手助 け する指

示 を してい ます、ラグ ビーの練 習 になる と年代 ご とに

グル ープにな り、それ ぞれの段 階の練習 にな り ます 、

ミ ニラ グ ビー とは!

ミニ ラグ ビー とは、 ラグ ビーが もつ 自立 と協 力の精

神に たち、豊 か で創造 「生に富 んだ楽 しい プ レーを 目指

して 、子 ど もたちの能 力 ・技 能 に適 したわか りやすい

ルールで安 全にフニレーで きるよ うに作 られた ものです,

ミ ニラ グ ビー のル ー ル

Aチ ーム(小 学5・6年 生)は9人 、Bチ ーム(小

学3・4年 生)は7人 、Cチ ーム(小 学1・2年 生)

とDチ ー ム(幼 稚 園)は5人 で ゲー ム が 行 われ ます 、

コー トの大 き さ、試合 時間 も年 代 によ り10分 ・15分 ・

20分 と無理 な くできるよ うに細 か く分け られ ます、

ス ク ラムで は 、押 し合わない、ペ ナ ルテ ィは、 すべ

て タ ッフニキ ッ クから再 開する な ど大人 の ラグ ビーよ り

無理 な くで き るように な って い ます,

勝 利至 上 主義 の撤 廃

ミニ ラグ ビーで は 、試 合 に 勝つ ことだ け を重 視 し

ませ ん=埼 玉 県 ラグ ビー スクー ル交流 会では、 ミニ ラ

グビ ーの普及 と各チー ムの交 流 を主 旨 と して お り、勝

ち負 け ・得点 等 の記録 は残 し ません=

ラグ ビース クールで は 、勝 つ ために激 しい練習 に明

け暮 れ、無理 な トンー ニ ングを強制す ることに よる肉

体的 ・精神的 な障害 を子 どもたちに起 こ さな いよ うに

配慮 してい ます、.全員 が参加 し、楽 しめ るラグ ビーを

目指 してい ます,
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少年団活動に十分な安全対策を1
凶 幽 ◎鱒 魁⑳函 劇わ6α 愈幽 纈 贈鰍 鋤麟b6α 敷 ⑳翻

1熱 中 症予 防

熱中症 とは、暑熱環境で発生 する障害の総称で、熱失

神、熱疲労、熱けいれん、熱射病 にわけられ ます。

熱 失 神 皮膚血管の拡張 によ り血圧 が低下 し、

脳血流 が減少し、め まい ・失神な どが

お こり 、顔面蒼白 となり、脈 は早 く弱

くなる。

熱 疲 労 脱水 による症状 で、脱力感 、倦怠感 、

めまい、頭痛 、吐き気 などがみられる。

〈対処法 〉涼 しい場所に運び、衣服を ゆるめて寝 かせ、

水分を補給 すれ:ま、通常は 回復 します。足を高 くし、末

梢から中心部に向 けてマッサージするのも有効です。

熱けいれん 大量に汗 をかいた ときに水だけ しか補

給 しな かったため に、血液の塩分濃度

が低下 し、足 ・腰 ・腹部の筋 肉に痛み

をともなったけいれんがおこる。

〈対処法〉生理食塩水〔0.9%)を 、補給すれば通常は回復

します。あ くまでも、応急処置なので病院での診断 をお

願いします。

熱 射 病 体温の上昇によ り中枢機能に異常 をき

た した状態。意識障害(反 応が鈍 い、

言動が おかしい、意識がない)が おこ

り、死に至 る危険な緊急事態です。

〈対処法〉ただ ちに救急車の要請をする こと、同時に救

急車到着まで冷却措置をとる こと(水 をかけた り、濡れ

タオル を体 にあ てて冷やす)や 氷、アイス ノン等を脇の

下、首筋に当てて大きな血管を冷やすことも効果的です。

いかに早く体温 を下げて意識 を回復させるかが予後を

左右するので、現場でのすばやい対応が重要です。

*

ス ポー ツ少年 団活動において 、指導者のかた は、屋

外 ・屋 内にかかわ らず気温が高 く、湿度も高いとき は、

熱中症が予沮1」されます。 こどもたちの様子を観察 し、早

めの休息をとり、無理のない活動 スケジュールを とるよ

うにお願い します。

スポーツ活動中の熱中症予 防8力 条

①知って防こう熱中症

②あわてるな、 されど急こう救急処置

:③暑いとき、無理な運勤は事故のもと

④急な暑さは要注意

⑤失った水と塩分 を取り戻そう

⑥体重 で知ろう健康と汗の量

⑦薄着ル ックでさわやかに

⑧体謳不良は事故のもと

2雷 ・天候 の急 変 に注 意

これからの暑い季節では、急激な天気の変化 ・雷の発

生 が予測されます。野外活動での,IIIの急 な±曽水 ・グ ラウ

ン ド等での落垂などに、指導者のかたは適切な対応をお

願いします。

3合 宿 お よ び還 征 試合 等 の注 意

夏休みに入 り、合宿 ・遠征試合等が数多 く予定されて

いることと思い ます 。技術の向上 をはかり、安全で楽 し

い夏休みの思い出を指導者 ・俣護者 ・団員全員で作りた

いと思 います。

①無理のないスケジュールをたてること。

気温 ・天候状況により柔軟な対芯にす る。

団員の体調に気をくばり、 こまめ に休息をとる。

②移動手段について

引率の指導者 ・保護者の 自家用車での移動が多いと思

われますが、必ず交通法規を守り、安全運転に努めてく

ださい。

*車 が数台にな るときは、事前に運転者同士で打ち合わ

せを行 うようお願いします。

③宿泊活動の場合

活動スケジ ュールは、団員 ・引率指導者ともに理解 を

する、事情 旧寺間に余裕のある場合、現場の下見を行い、

危 険箇所のチェック ・活動スケ ジュールのシミュレー シ

ョンを行い、安全確認をしましょう。

④食中毒に注意

夏の高温 ・多湿 によ り、食品の傷みが考 えられます。

弁当等取り扱い に注意を して、また手洗い ・うがいを十

分におこない予防しましょう

からだへの負圭 を考えて水分補給や休憩 ・休養日を考

慮 した活動を1

4施 設 利用 の注 意

①施設利用規則 づ主意事項を必す守 ること。体育館等

利用の場合、言≒可場所以外の立ち入 りの禁止許可利

用時問の厳守。

②非常時に備えて 、避難通路の確認 ・危険と思われ る

箇所の確認。

③駐車場内 ・駐車場 から活動場所への移動の事故に注

意をお願いします。

窟ず参伽 臨@)し く属瀦一轡 勧ゐ懸鐸韮役
唄虐 埼玉県体育協 会キ ャ.ンチフレー ズ

※このペー ジは、「ス ポー ツジャ ス トー に鶏載された 内吝を張粋 して し、ます 。
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リーダ ー会 が新役員 でスター ト1

過 日、埼 玉県 スポー ツ少年 団 リー ダー会 の総 会 が開

催 され、平成22年 度 の事業報 告及 び決算報 告 と新年 度

の事 業計画 と予算 が決定 しま した .ま た 、新 役 員 も決

まり、毎年 の事業 で ある県大 会や ジ ュニ ァ リー ダー ス

クー ル、交流 交歓 会のほか 、11月 に埼玉 県で 開催 され

る第10回 関 東 ブロ ッ クスポー ツ少 年 団 リー ダー研究 大

会 に 向けス ター トを き りました=

《平 成23年 度 リー ダー会 役員一覧 ♪

長

長

長

計

記

記

事

事

事

会

会

会

副

副

会

書

書

理

理

理

永井 翔太

牧野 朋子

高木 亨

湯川 志穂

森 悠希乃

椎 名 舞子

冨出久美子

高橋 真史

国枝 駿太

(戸出 市)

(さい た ま市)

(戸出 市)

(さい た ま市)

(戸田 市)

(川 口市)

(さい た ま市)

(所沢 市)

(戸田 市)

平成23年 度認定員養成講習会

平 成23年 度の認定 員養成講習 会 は下 記の とお り実施

され るこ とに な りました(既 に実施 され た7月 一 杯 ま

で の 分を除 く),

他市 町村 での受講 を希望 す る場 合は 、必 ず 自分の所

属市 町村 スポ ー ツ少年 団事務 局 を とお して 、 開催 市 町

村本 部へ お問い合 わせ くだ さい、

窺 ス㎡一ル ・年巨 巨1ヨ 予E会場 定員

埼三県ス責一方汗E 10≡29日.30E「 ス詣 ツ給2ン ター 150

こいヒま[ス ポーツ少た団 1周整ヰ 調整ヰ 1100

さいヒま[ス ポーツ少嗣 調整中 三周整ヰ 110コ

川=市 ス㎡一ツン年E 8.弓27日.28E 川=市 西ス市一ツセンター アo

川=〒 ス置一ツ少『三匠 a弓4日.5E 川=〒 西スボーツセンター 70

酉日王ス内一ツ州 毛 調整ヰ 調整ヰ 未定

新軒 ス㎡一ル ・年巨 朗24日.25E 調整中 60

朝霞「τス買一ツ痔E 鯛3日.10E 朝翫 立給'靖 館
〔一
`o

チ[光市ス㎡一ツン年E 1月'5日.羽6日 子既市運動場会i莚 50

江羨 †ス責一ル 年匡 1月'4□.15E クレアこうのす 90

上尾〒ス垣一ル 『三匠 g弓'13□.11E 上尾〒青ジ年=ンター 80

所1肝 ス置一ツ少『三匠 12.引7日.18≡ 所!貯諏靖館 ア0

酷渇 市ス市一ツ少年団 鯛.C日.11E 匡駈 暴市'呆建2ン ター 45

東1二」」市ス市一ツ少年団 調整中 剣=」」耐拾 会鋸多駐噴一り 1100

川尉 ス㎡一ツジ・年E 三罷 中 三周整ヰ 未定

袖父市ス㎡一ツン年E 1月2'日.28E i敷 †ス㎡一ツ1賑7ン ター 40

本圧下ス置一ツ少『三匠 三鰹 ヰ 調整ヰ 未定

硲 王対 一ル・年巨 10522日.23≡圃 霞谷王勤労会館 70

藷 石フ 読一ル ・年匠 朗.3日.14E 寄居E=役奏 50

刃=三王ス詣 ツ痔E 朗2C日.21E フークピ.レ期溢 50

春日吉肺ス市一ツ少年団 12≒4日.11E 春日吉肺給'楯 館 11Dコ

久計 ス責一ツジ年匡 a弓5□.12≡ εm鳳1セ ンター久喜 1〔〕D

ヨ剛=ス 垣一ル 『三匠 a弓4□.5E ビ スI」らδか 103

リーダー会をよろ しくお願いいたします!

新会長 永井 翔太

平成23年 度埼玉県スポー ツ少年 団リー

ゑ
ダー会 会長の 永井翔 太 です.戸 田市 の

戸 田ニ サ ッカ ー スポ ー ツ少 年 団 に 所属

する大学1年 生 です=

今年度 の僕 の抱 負 は、初 心を忘 れず

に活 動 してい くことで す=リ ー ダー会 を 運営 す る側で

3年 間活動 して きて 、改 めて リー ダーにな ったばか り

の頃 の気持 ち が大切な モ ノだ と思わ されてい ます=

小学6年 生 の 時にジュ ニア リー ダース クール で リー

ダー の先 輩方 に してい ただい た レクリエーシ ョンの楽

しい 雰 囲気は 今でも忘 れ られ ません、あの時 の楽 し さ

が リー ダー会 に青春 を懸 け られた理由 であ り、活 力の

源で もあ ります.今 年 度 は様 々 な行事 が あ り ますが 、

単位 団に行か せてい た だ き、僕 の 原点 を団員 の子供 た

ちに も知 って もらい た い と思 ってい ます、

リー ダーが お手伝い で きる イベ ン ト等 を計 画 してい

る市 町村 ・少 年 団の 方、 また リー ダー 会で もリー ダー

を参 加対 象 と した行事 もあ り ますので 、参加 したい方

がい らっ しゃ い ました ら是非 、事 務局 までご連絡 くだ

さい,今 後 も埼玉 県 スポー ツ少年 団 リー ダー 会をよ ろ

しく お願いい た します 。

来年度は

埼玉県スポーツ少年団創立50周 年です

埼玉 県 スポー ツ少 年 団 は、昭和37年6月 に200余 名

の団 員を もっ て設立 し、 同 じ年 に設立 された 日本スポ

ーツ 少年[寸1とともに来 年 度(平 成24年 度)創 立50周 年

を迎 え ます .

1月 の現地 研 修会の 時 に記 念 事業 につ いて の ア ンケ

ー トを実施 し ましたが
、 全体 の傾 向 と して、経 費 や労

力を過 度にか けない よ うな事 業規 模等 を考慮 した計画

のも とで実施 を提案す る意 見 が多 く見 られ ま した=

7月15口 に 発足 した、 創立50周 年記 念事業 準 備委員

会を 中心 に、準 備 を進 めてい きます 、

編 集 後 記
東 日本 を襲 った巨 大 地震 と大 津 波 、 そ して 原発事 故

以前 、 口独交 流の受 け 入れを した 家庭 に、"口 本は 危ない

らしいか ら一 家で ドイツに避難 して こい1層 と ドイツか ら

メールが 入っ たそ うです .原 発 事故 がで きるだ け早 く終

息 す ることを願 うばか りで す

埼玉 県 スポーツ少 年団事務 局気付 一育 成広報委 員会」

〒362-0〔〕31上尾市東町3・1679ス ポ ーツ総 合セ ンター内

TEL;048・779-5895FAX:Q48-774・5550

E・mai1:saitamake11@lapal1・sports.orjp


